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令和元年１０月２４日 

上下水道営業課 

 

平成３０年度水道事業会計決算の概要 

 

 

１ 前年度比 

 

（１） 収益的収支（日々の営業活動に必要な経費） 

主な収入は水道料金であり、主な支出は受水費、減価償却費、人件費、修繕費です。 

区分 
決算額（税抜） 

対前年度比 
平成３０年度 平成２９年度 

収入 １３億２，４６４万円 １３億３，８５８万円 △１．０％ 

支出 １１億２，８３７万円 １１億４，８３４万円 △１．７％ 

純利益 １億９，６２７万円 １億９，０２４万円  

 

（２） 資本的収支（施設の改良等に必要な経費） 

主な収入は企業債、工事負担金であり、主な支出は建設改良工事費、企業債償還金です。 

区分 
決算額（税抜） 

対前年度比 
平成３０年度 平成２９年度 

収入 ２億１，１７５万円 ３億５６５万円 △３０．７％ 

支出 ５億５，０９２万円 ５億１，５５３万円 ６．９％ 

差引 △３億３，９１７万円 △２億９８８万円  

 

※「（２）資本的収支」の不足額３億３，９１７万円は、「（１）収益的収支」 

の純利益及び現金支出を伴わない減価償却費等を財源として補填されます。 

 

２ 主要事業 

 

＜水道管路耐震化事業＞         

○基幹管路更新工事               ８，０３６万円 

○配水管更新工事              １億１，３９３万円 

 

＜物集女西浄水場耐震化事業＞ 

○物集女西浄水場中央監視制御設備更新工事  １億２，４４４万円 

(平成２９年度から２カ年で実施)    


